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大阪市立科学館 館長 斎藤 吉彦

感染症との付き合い方がずいぶん緩和されてきましたが、まだまだ予断を許さな

い状況、マスク必携の中、筆を走らせています。本稿がみなさまの手元に届くころに

は、明るい世の中になっていることを願いながら。去年もこのようなことを書きました、

今年度こそ。

昨日（２月３日）、ＫＡＧＲＡ（重力波望遠鏡）のうれしいニュースが流れていまし

た。ＫＡＧＲＡは神岡鉱山内に建設されたもので、新型コロナウイルスの影響で感度

を十分に高めることができなかったけれど、ことしの５月から観測を再開、感度を１０

倍高めて、海外の重力波望遠鏡と協力して、わが国も重力波のデーター収集に貢

献するとのことです。重力波は１９１６年にアインシュタインが予言し、最初に観測され

たのが２０１６年。このデーターをたくさん集めて宇宙初期のことやブラックホールを探

索するのです。どんな姿が見えてくるかとても楽しみです。

科学館もコロナの影響をずいぶんと受けてきましたが、ＫＡＧＲＡに負けないよう使

命「科学を楽しむ文化の振興」の達成を目指して邁進します。去年度は展示改装の

基本計画を策定しました。「科学館は１９８９年に開館、３分の１世紀の活動を総仕

上げ、科学を楽しむ文化のハブ拠点に！」と新展示場実現に向けて、職員一同腕ま

くりをしています。皆様のご指導ご鞭撻を賜りますようどうぞよろしくお願いします。そし

て、今年度も科学館にご期待ください！

館長よりご挨拶

【編集部よりお知らせ】斎藤吉彦は、３月３１日をもちまして退任いたしました。

ＫＡＧＲＡの心臓部、サファイア鏡
直径２２ｃｍ、厚さ１５ｃｍ、重さ２３ｋｇ （ｃ）ＩＣＲＲ
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「うちゅう」４０年

創刊号の表紙創刊号の表紙

月刊「うちゅう」が創刊されたのは、今から３９年

前、１９８４年４月のことでした。当時はまだ、大阪市

立電気科学館の時代で、「うちゅう」は「星の友の会」

発足とともにその会誌として発刊されました。当初

は、表紙以外は白黒印刷でしたが、冊子の大きさは

今と同じＡ５サイズです。今年は「うちゅう」が創刊さ

れてから、４０年目にあたります。

１９８４年といえば時代はまだ昭和の５９年、ロサン

ゼルスオリンピックでカール・ルイスが活躍し、世間

ではグリコ・森永事件が話題になった年でした。映画

「風の谷のナウシカ」が公開されたのもこの年でし

た。

創刊号を見ると、「ハレー彗星はどこから来たか」

という記事が掲載されています。この２年後の１９８６

年はハレー彗星が回帰する予定になっていました。

彗星探査機打ち上げの計画も進んでおり、彗星の起源に迫る期待が込められています。

続いて、「空飛ぶ天文台あれこれ」として、本格的な宇宙観測の時代を迎えて、宇

宙望遠鏡に関する話題が掲載されています。特に当時活躍していた国際紫外線衛

星（ＩＵＥ）を使って実際に観測を行った時の様子が紹介されています。さらに２年後

の１９８６年には、宇宙から星を観測するスペーステレスコープ（ハッブル宇宙望遠

鏡）が打ち上げられることになっており、宇宙望遠鏡に対する期待が述べられていま

す（なお、実際にはハッブル宇宙望遠鏡は１９９０年４月に打ち上げられました）。

ほかにも、「星はなぜ光るか」という天文学の基本に関する解説記事が、対話形式

で掲載されています。これは星空喫茶室という連載記事となっており、その後、「星の

スペクトル型」、「星の等級」・・・と題した記事が毎月掲載されて行きます。まだイン

ターネットのない時代ですから、「うちゅう」の記事は、天文学に興味のある皆さんにと

って、重要な情報源になっていたと思います。

「うちゅう」は創刊以来４０年、歴代の科学館の職員以外にも、大学の先生方や友

の会会員の皆さんなど、多くの皆さんの協力で発行を続けてきました。これからも、さ

らに多くの方に科学への興味を引きたてていけるよう、充実した記事を掲載していき

たいと思います。

江越 航（科学館学芸員）

「うちゅう」４０年
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星空ガイド ４月１６日～５月１５日

※惑星は２０２３年５月１日の位置です。

よいの星空
４月１６日２２時頃

５月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
４月１６日 ４時頃

５月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

４ １６ 日 ５：２６ １８：３０ ３：１９ １４：０７ ２５.４

２１ 金 ５：１９ １８：３４ ５：４９ １９：４８ ０.９

２６ 水 ５：１３ １８：３８ ９：２７ --：-- ５.９

５ １ 月 ５：０８ １８：４２ １４：１９ ２：５２ １０.９

６ 土 ５：０３ １８：４６ １９：３１ ５：０５ １５.９

１１ 木 ４：５８ １８：５０ --：-- ９：３４ ２０.９

１５ 月 ４：５５ １８：５３ ２：２４ １４：１５ ２４.９

星空ガイド

４



図２．紀伊半島での日食（最大時）

４月２０日に紀伊半島以南で日食（次に日本で見られるのは２０３０年！）

４月２０日に日食があります。インドネシア・

オーストラリアでは皆既日食ですが、地域によ

っては金環日食になる珍しい（次は２０３１年）

「金環皆既日食」です。この日食は部分日食と

してオセアニア～東アジアで見られます。日本

でもわずかに欠けますが、大阪がギリギリエリ

ア外！（図１） 近畿では紀伊半島まで南下す

れば日食が確認できます。白浜と潮岬での最大の時（１４時３６分頃）の様子を図２

で示します。ほんのちょっとの欠けかたです。

でも、この次に日本で日食が見られるのは、なんと２０３０年なので（北海道で金環

日食）、やはりチェックしたいです

ね。

なお、日食や月食の各地の

予報は、国立天文台の「暦計算

室」ＷＥＢ

ｈｔｔｐｓ：／／ｅｃｏ.ｍｔｋ.ｎａｏ.ａｃ.ｊｐ／

で調べられます。ネット中継も行

われるでしょう。科学館も情報を

Ｔｗｉｔｔｅｒなどでお知らせします。

渡部 義弥（科学館学芸員）
図１．日食の限界線（江越学芸員作成）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

４ １６ 日 月と土星がならぶ／月が最近

（３６７,９６８㎞）

１７ 月 土用の入

２０ 木 ●新月（１３時）／穀雨

金環皆既日食（紀伊半島以南で部

分日食）

２１ 金 夕空に月と水星がならぶ

２３ 日 ４月こと座流星群が極大（１０時）

夕空に月と金星がならぶ

２６ 水 月と火星とポルックス、カストルがな

らぶ

２８ 金 上弦（６時）／月が最遠

（４０４,２９９㎞）

２９ 土 昭和の日／月とレグルスがならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

５ ２ 火 八十八夜／変光星オリオン座Ｕ

（４.８～１３.０等）が極大のころ

水星が内合

３ 水 憲法記念日

４ 木 みどりの日／月とスピカがならぶ

５ 金 こどもの日

６ 土 ○満月（３時）／立夏

半影月食（最大２時２３分ごろ）

７ 日 みずがめ座エータ流星群が極大の

ころ／月とアンタレスが接近

１０ 水 しし座Ｒ（４.４～１１.３等）

１１ 木 月が最近（３６９,３４３㎞）

１２ 金 下弦（２３時）

１４ 日 月と土星がならぶ

星空ガイド
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アルマ望遠鏡で惑星系の物質の起源を探る

国立天文台 科学研究部 野村 英子

夜空を見上げると、宇宙にはたくさんの恒星が存在します。これらの恒星の多くに

は、惑星が公転していることが最近の研究でわかってきました。それでは、我々の太

陽系や、太陽系外の惑星系は、どのようにしてできたのでしょうか？我々の生命の材

料となるような物質は、太陽系外の惑星系にも存在しているのでしょうか？

太陽系も含めた惑星系は、原始惑星系円盤とよばれる、若い星のまわりの円盤状

の天体の中で形成されます。最近の大型望遠鏡により、このような惑星形成領域の

観測が急速に進展しています。本稿では特に、アルマ望遠鏡によって明らかになりつ

つある惑星形成の現場の様子と、そこに存在する物質に関する研究を紹介します。

１．原始惑星系円盤内の惑星形成の兆候

原始惑星系円盤は、１９８０年代後半に初めて発見されました。当時は、円盤の

形は見えておらず、若い恒星からのスペクトルに、星以外の成分が含まれていること

から、円盤の存在が示唆されたものでした。１９９０－２０００年代にかけて、すばる望

遠鏡や野辺山干渉計などの大型の光赤外線望遠鏡や電波望遠鏡・干渉計が建設

され、円盤状の形状が「観測画像」としてとらえられるようになりました。原始惑星系

円盤が発見される以前から、太陽系の惑星がほぼ同一平面上を公転していることか

ら、惑星系が円盤状の天体で形成されるのではないか、と理論的に考えられていま

したが、その候補天体が観測されたのです。その後も観測技術の進展とともに円盤

のより詳細な構造が明らかになりました。そして、２０１０年代にアルマ望遠鏡が始動

して、従来の望遠鏡とは桁違いの空間分解能と感度の電波観測が可能になり、惑

星がまさに形成されている現場が、今、明らかになりつつあります。

アルマ望遠鏡の最大の観測成果の１つに、原始惑星系円盤内の環状のギャップ

構造（図１）の発見があります。これは、木星のような巨大ガス惑星が形成される領

域に存在することが理論的に予測されていたもので、２０１４年に行われたアルマ望

遠鏡の高空間分解能観測の試験観測中に初めて発見されました。ギャップ構造の

発見自体は理論予測通りだったのですが、このギャップ構造が最初に見つかった天

体の年齢は、木星のような惑星が形成されると理論的に予測されていたよりも、ずっ

と若い天体でした。そこで、このギャップ構造が本当に惑星によって形成されたものな

のか、あるいは他の原因で形成されたものなのか、という論争が起こりました。この発

見が発表された翌年に、今度は、原始惑星系円盤を持つ天体としては、比較的年

老いた天体にも、同様のギャップ構造が発見されました。この発見に続き、円盤内に

どのくらい普遍的にこのようなギャップ構造が存在するのか、年齢やその他の特徴に

ＡＬＭＡ ＯＢＳＥＲＶＡＴＩＯＮＳ ＦＯＲ ＯＲＩＧＩＮ ＯＦ ＭＡＴＥＲＩＡＬＳ

６



対する依存性はあるのか、

ということを調べるため、原

始惑星系円盤２０天体を

高空間分解能観測する、

という大型サーベイ観測が

実施されました。当初の予

想では、このようなギャップ

構造が付随しているのは、

せいぜい数割程度ではな

いか、と考えられていたの

ですが、観測結果はその

予想に反し、２０天体中１９

天体にギャップなどの構造

が存在する、というものでし

た。原始惑星系円盤は比

較的滑らかな構造をしてい

ると考えられてきた、これま

での常識をくつがえす発見

でした。これらのギャップ構

造がすべて惑星により形成

されたのか、他の原因があるのかの論争については、未だに決着はついていません。

ギャップ構造が惑星によってできたのか否かを確認するには、ギャップ構造内の

惑星を観測する必要があります。惑星そのものは、原始惑星系円盤に比べると非常

に小さいため、観測が難しいのですが、生まれたばかりの惑星のまわりに存在すると

理論的に予測されている、周惑星円盤の候補天体がすでにいくつか発見されてお

り、今後も、さらに多くの天体での発見が期待されています。このような周惑星円盤

内で、太陽系の木星のまわりを公転する、ガリレオ衛星のような衛星系が形成される

と考えられています。図１右下の点状の天体は、その候補天体の１つです。中心星

から５２天文単位の位置に存在し、楕円の短軸は１天文単位程度です。周惑星円

盤の大きさの理論予測にもとづくと、海王星程度の質量の惑星が存在していると考え

られます。ただ、惑星が存在していれば見つかるはずの赤外線点源はまだ検出され

ておらず、現在、検出に向けた試みが続けられています。２０２１年１２月２５日に打ち

上げられたジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡は、このような生まれたばかりの惑星が放

つ赤外線をとらえるのに適しており、新たな発見に向け、今、まさに観測が進められて

います。

図１．原始惑星系円盤内の環状のギャップ構造と周惑星
円盤候補天体の観測。

Ｃｒｅｄｉｔ：ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）,
Ｔｓｕｋａｇｏｓｈｉ ｅｔ ａｌ.

図１．原始惑星系円盤内の環状のギャップ構造と周惑星
円盤候補天体の観測。

Ｃｒｅｄｉｔ：ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）,
Ｔｓｕｋａｇｏｓｈｉ ｅｔ ａｌ.

ＨＩＤＥＫＯ ＮＯＭＵＲＡ
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２．スノーライン ～惑星形成と物質進化～

惑星形成を考える上で、物質的に重要な要素の１つに、スノーラインがあります。

原始惑星系円盤は太陽系と同じように、中心の星（太陽）からの光で暖められていま

す。従って、星に近い場所では温度が高く、星から離れるほど、温度が低くなります。

これは、星に近い場所では物質は気体の状態にあるが、星から離れると、ある場所

で固体になることを意味します。この気体と固体の境界の場所をスノーライン（雪線）

と呼んでいます。太陽系の場合は、水（Ｈ２Ｏ）のスノーラインは、太陽から２.７天文単

位の場所、火星と木星の間に位置しており、水星、金星、地球、火星のような小さな

岩石惑星が形成される領域と、木星、土星、天王星、海王星などの巨大なガス惑

星が形成される領域の境界に位置します。では、なぜスノーラインの外側で、巨大ガ

ス惑星が形成されるのでしょうか？スノーラインの外側では、水が氷として存在する

ため、スノーラインの内側に比べて固体成分が増加します。ここで、惑星形成論によ

ると、原始惑星系円盤内で形成された固体の核にガスが集まることにより、巨大ガス

惑星が形成されると考えられています。ガスを効率よく集めるためには、大きな固体

の核を作る必要がありますが、スノーラインの外側では、水が固体になる分、大きな

固体の核を形成しやすくなり、その結果、ガス惑星が形成されたと考えられています。

スノーラインの内側では水は蒸発するため、岩石惑星には、水は少量しか含まれ

ていません。それでは、我々のような生命に欠かせない水は、どこから来たのでしょう

か？一つの説として、スノーラインの外側に存在する小惑星や彗星が、地球に衝突

して水をもたらした、と考える説があります。月の表面には多数のクレータが存在しま

すが、これは、地球や月ができて間もない、小惑星のような小天体が太陽系にまだ

数多く存在していたころに、それらの小天体が月に衝突した結果できたと考えられて

います。地球には大気が存在するため、

大昔にできたクレータはすでに風化されて

見えなくなってしまっていますが、月と同じ

ように多数の小天体が衝突し、その際に

水が地球に運ばれたと考えられます。従

って、原始惑星系円盤内のスノーラインの

位置を知ることは、岩石惑星にどのように

水が運搬されたのかを知る上でも、重要

な情報になります。

アルマ望遠鏡は、この原始惑星系円盤

内のスノーラインの観測を可能にしまし

た。図２は、一酸化炭素（ＣＯ）のスノーラ

インの撮像観測の結果です。凍りやすさは

物質によって異なり、一酸化炭素は水に

図２．原始惑星系円盤内の一酸化炭素の
スノーラインの観測。

Ｃｒｅｄｉｔ：ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）

図２．原始惑星系円盤内の一酸化炭素の
スノーラインの観測。

Ｃｒｅｄｉｔ：ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）

ＡＬＭＡ ＯＢＳＥＲＶＡＴＩＯＮＳ ＦＯＲ ＯＲＩＧＩＮ ＯＦ ＭＡＴＥＲＩＡＬＳ
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比べて凍りにくい物質になります。この天体では、一酸化炭素のスノーラインは、星か

ら３０天文単位の位置に観測されました。

水は一酸化炭素より凍りやすく、そのスノーラインは円盤のより内側に位置するた

め、より高空間分解能の観測が必要になります。直接的な撮像観測は難しいので、

分子線のスペクトルを用いて、間接的に水のスノーラインの位置を測定する手法も開

発されています。一方で、水と同じくらい凍りにくい、メタノール（ＣＨ３ＯＨ）が、そのス

ノーラインの内側で発見されました（図３）。このような少し複雑な有機分子からの放

射は強度が弱いため、アルマ望遠鏡の高感度観測により初めて原始惑星系円盤か

らの検出が可能になりました。ちなみに、観測した円盤の中心の星は、太陽よりも質

量が大きくて温度が高いため、メタノールのスノーラインも円盤の比較的外側に位置

しており、撮像観測が可能になったものです。宇宙空間でおこる化学反応の研究に

よると、水やメタノールは、岩石

惑星の材料である塵（ダスト、固

体微粒子）の表面で生成される

と考えられています。実際、太

陽系の彗星が太陽に近づいた

ときに、表面の氷から蒸発した

気体を観測すると、水やメタノー

ルが多く含まれています。分量

比としては、水に対して、メタノー

ルが１％程度になります。彗星

にはメタノールの他にも多くの有

機分子が含まれており、もし彗

星や小惑星により地球に水が運

ばれたのであれば、このような有

機分子も一緒に地球に運ばれ

たと考えられています。

３．元素組成と同位体比 ～惑星形成領域から惑星系へ～

原始惑星系円盤から惑星系まで、物質がどのように進化するかを考える上で、元

素組成比や同位体比は鍵になります。宇宙空間に存在する物質の大部分は水素

で、次いでヘリウムが１％程度存在します。我々の生命の材料となるような、炭素、

窒素、酸素はそれぞれ０.０１％程度しか存在しません。太陽やガス惑星の大気はこ

の元素組成比と比較的似たような組成比を持ちますが、地球のような小さな岩石惑

星の大気や表層環境の元素組成比は、大きく異なります。これは、水素やヘリウムの

ような軽い元素は、惑星表面に留まっていることができず、宇宙空間に散逸してしま

図３．原始惑星系円盤のスノーラインの内側で
初検出されたメタノールの観測

Ｃｒｅｄｉｔ：Ａ.Ｂｏｏｔｈ（Ｌｅｉｄｅｎ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ）

図３．原始惑星系円盤のスノーラインの内側で
初検出されたメタノールの観測

Ｃｒｅｄｉｔ：Ａ.Ｂｏｏｔｈ（Ｌｅｉｄｅｎ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ）
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うためです。地球の表層環境の元素組成は、一部は、地球内部から表層への物質

の放出の影響を受けます。また、前述のように、小惑星や彗星の衝突の影響も受け

ている可能性があります。それでは、彗星や小惑星の元素組成は、どのようにして決

まるのでしょうか？

原始惑星系円盤の中心星から離れた温度の低い領域では、多くの物質がスノー

ラインの外側に位置し、気体中の酸素や炭素などの元素は、塵表面に凍結します。

また、凍結した原子や分子が反応して、より凍りやすい複雑な分子を生成します。ど

のくらい凍りやすい分子が生成されたかによって、気体中からどのくらい酸素や炭素

などの元素が凍結して固体になるかが決まります。この固体成分が、やがて彗星や

小惑星になると考えられます。最近のアルマ望遠鏡などの観測により、原始惑星系

円盤の気体中では、酸素や炭素などの元素が枯渇していることが示唆されていま

す。裏返すと、これらの元素は固体となっていると考えられます。図４は、アルマ望遠

鏡による原始惑星系円盤内の気体質量の観測結果で、この観測により、一酸化炭

素のスノーラインの内側でも一酸化炭素が気体中で枯渇していることが示唆されまし

た。アルマ望遠鏡により、様々な分子からの放射が高空間分解能で観測されてお

り、円盤内の元素組成の分布が、今、明らかになりつつあります。

一方で、アルマ望遠鏡により、原始惑星系円盤内の同位体比の分布の観測が急

速に進展しました。同位体比は、地球上、あるいは太陽系内の様々な物質で測定さ

れており、物質の起源を探る上で重要なツールの１つと考えられています。その代表

例として、地球上の海水の重水素比があります。宇宙空間において、水素（Ｈ）に対

する重水素（Ｄ）の比は、０.００１％程度になります。これに対し、海水の重水素比は

図４．原始惑星系円盤内のガス質量の観測。中心の白色の部分が、今回の観測で
ガスが大量に存在することが明らかになった場所。一酸化炭素は枯渇している。

Ｃｒｅｄｉｔ：Ｔ.Ｙｏｓｈｉｄａ，Ｔ.Ｔｓｕｋａｇｏｓｈｉ ｅｔ ａｌ.－ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）

図４．原始惑星系円盤内のガス質量の観測。中心の白色の部分が、今回の観測で
ガスが大量に存在することが明らかになった場所。一酸化炭素は枯渇している。

Ｃｒｅｄｉｔ：Ｔ.Ｙｏｓｈｉｄａ，Ｔ.Ｔｓｕｋａｇｏｓｈｉ ｅｔ ａｌ.－ＡＬＭＡ（ＥＳＯ／ＮＡＯＪ／ＮＲＡＯ）

ＡＬＭＡ ＯＢＳＥＲＶＡＴＩＯＮＳ ＦＯＲ ＯＲＩＧＩＮ ＯＦ ＭＡＴＥＲＩＡＬＳ
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０.０１％程度で、１０倍ほど高い

値を示します。一方で、太陽系

の彗星や小惑星中の水の重水

素比も、０.０１％程度の値を持

ちます。この一致は、地球上の

水の起源が、彗星や小惑星の

地球への衝突である、という説

を支持します。

最近のアルマ望遠鏡による

原始惑星系円盤内の同位体比

観測の一例として、一酸化炭素

の炭素同位体比の分布の測定

があります。太陽系内の炭素同

位体は、隕石内で物質によって

ややばらつきはあるものの、金星

から海王星まで、彗星も含め、ほぼ一定の値を取ることが知られています。これに対

し円盤の観測結果は、中心星からの距離が約１００天文単位より内側と外側で、炭

素同位体比の値が異なるというものでした（図５）。系外惑星系では、中心星から

１００天文単位以遠でも惑星が見つかっており、炭素同位体比も物質進化を探る上

での指標となり得ることが、この観測より示されました。

現在、はやぶさ２などの太陽系内探査ミッションにより、太陽系内物質の進化に関

する研究が進んでいます。一方で、ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠鏡などの光赤外線

望遠鏡で、系外惑星大気の元素組成を明らかにする研究も進んでいます。特に、高

分散分光観測では、惑星大気の同位体比の測定まで可能になりつつあります。将来

的には、様々な原始惑星系円盤に対して元素組成や同位体比の分布の測定を行

い、その結果を太陽系内の物質や系外惑星大気の観測と比較することで、惑星形

成領域から惑星系に至る物質進化の謎が解明されていくことが期待されます。

著者紹介 野村 英子（のむら ひでこ）

２００１年京都大学理学研究科物理学・宇宙物理学専攻

で博士（理学）を取得。イギリスなどでの研究員、京都大学

理学研究科助教、東京工業大学理学院准教授を経て、現

在、国立天文台科学研究部教授。原始惑星系円盤の物理

的・化学的構造の理論的・観測的研究を軸に、惑星形成

領域から惑星系への物質進化を探る研究を行っています。

図５．観測に基づく、原始惑星系円盤内の一酸化炭
素の炭素同位体比の分布の概念図。円盤内側
と外側で同位体比が異なる。 Ｃｒｅｄｉｔ：ＮＡＯＪ

図５．観測に基づく、原始惑星系円盤内の一酸化炭
素の炭素同位体比の分布の概念図。円盤内側
と外側で同位体比が異なる。 Ｃｒｅｄｉｔ：ＮＡＯＪ

ＨＩＤＥＫＯ ＮＯＭＵＲＡ
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シン・宇宙望遠鏡～ジェームズ・ウェッブ～

１．ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡１年

新型宇宙望遠鏡ジェームズ・ウェッブ（以下、「ウェッブ望遠鏡」）は２０２１年１２月

に打ち上げられ、２０２２年２月にファーストライト、３月には主鏡の調整が完了、７月

に最初の成果を発表しました。以来、驚異的な宇宙画像を提供してくれています。

本格的な観測を始めて１年たったウェッブ望遠鏡の活躍を振り返りましょう。

※祝ウェッブ望遠鏡１歳：ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｙｏｕｔｕｂｅ．ｃｏｍ／ｗａｔｃｈ？ｖ＝ｚｗｌＩｙＯ５ｊＯｉＥ

２．見慣れた星の見慣れない姿…

見慣れた木星ですが、ウェッブ望遠鏡が撮影した像は、これまでの印象とは全くち

がう新たな印象

を与えます。

右の画像は、

ウェッブ望遠鏡

の近赤外カメラ

ＮＩＲＣａｍで撮影

さ れ た 木 星 で

す。南北両極に

は木星のオーロ

ラが輝き、周りよ

り温度が高い大

赤斑や赤道帯

は白く映ってい

ます。非常にか

すかな木星の環

も写っていますし、小さな衛星アマルテアとアドラステアも写っています。

木星の環は本体の１００万分の１の明るさしかないため、可視光望遠鏡では見えま

せん。赤外線を捉えることができるウェッブ望遠鏡だからこその、新しい光景です。

３．“創造の柱”わし星雲を深く見つめる

赤外線はチリやガスからなる星雲の奥深くからも抜け出てきます。

ハッブル宇宙望遠鏡による可視光画像とウェッブ望遠鏡が捉えた近赤外線画像

を比較してみると目では見えなかった真の姿が浮かび上がります。可視光像（左）で

は黒い煙突のように見えていたわし星雲が、近赤外線像（右）ではほぼ透明になり、

ⒸＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，Ｊｕｐｉｔｅｒ ＥＲＳ Ｔｅａｍ，
Ｒ.Ｈｕｅｓｏ（ＵＰＶ／ＥＨＵ）ａｎｄ Ｊ.Ｓｃｈｍｉｄｔ

ⒸＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，Ｊｕｐｉｔｅｒ ＥＲＳ Ｔｅａｍ，
Ｒ.Ｈｕｅｓｏ（ＵＰＶ／ＥＨＵ）ａｎｄ Ｊ.Ｓｃｈｍｉｄｔ

天文の話題
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わし星雲の可視光（左）と近赤外（右）の比較 ⒸＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，ＳＴＳｃＩわし星雲の可視光（左）と近赤外（右）の比較 ⒸＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，ＳＴＳｃＩ

生まれたばかりの赤ちゃん星たちが無数に映っています。

星形成領域であるわし星雲は「創造の柱」と呼ばれています。

４．深宇宙の真の姿

満月のたった２％ほどの広さの領域に散らばる、無数の銀河が鮮明に見えます。

ワイプで抜き出されている枠の中では銀河の構造や相互作用の様子も分かります。

写っている無数の銀河の中には、はるか遠く１３５億年かけて光が旅してきたものも

含まれていて、その多くはこれまでの地上の望遠鏡では見つかっていなかったもので

す。赤外線の広い波長領域を、地球大気の影響なく観測できるウェッブ望遠鏡だか

らこそ、深宇宙の真の姿を私たちに見せてくれるのです。

石坂 千春（科学館学芸員）

ⒸＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，Ａ.Ｐａｇａｎ（ＳＴＳｃＩ）＆Ｒ．Ｊａｎｓｅｎ（ＡＳＵ）ⒸＮＡＳＡ，ＥＳＡ，ＣＳＡ，Ａ.Ｐａｇａｎ（ＳＴＳｃＩ）＆Ｒ．Ｊａｎｓｅｎ（ＡＳＵ）

Ｃ．ＩＳＨＩＺＡＫＡ
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

たん とう

みなさん、こんにちは。ジュニア科学クラブへようこそ！クラブ担当の

学芸員、上羽です。１年間よろしくお願いします。学芸員はそれぞれ、
せんもん か

さまざまな分野の科学の専門家です。気軽にお話ししましょうね。上羽

は化学のたんとうです。

●サイエンスショーの見学

４月のクラブは、サイエンスシ

ョー「空気パワー」を見学します。

集合場所のサイエンスショーコー

ナーは、てんじ場の中、３階にあり

ます。てんじ場の入口は地下１階

にあるので、まずは地下１階に来

てください。入口で会員手帳を見

せてくださいね！

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 4ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 44

■４月のクラブ■

４月１６日（日） ９：４５ ～ １１：３０ごろ
◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

９：３０～９：４５の間に来てください

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」４月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：３０ サイエンスショー見学

１０：３０～１１：３０ てんじ場たんけん（自由解散）
・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。※変更等がある場合があります。

※最新の情報は、科学館公式ホームページ（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／）をご覧ください。

ジュニア科学クラブへようこそ

前半のプログラム

１４



展示場入口

４階 展示「太陽」

４月のてんじ場たんけん

科学館には、プラネタリウムとてんじ場があります。てんじ場には、科

学にまつわるてんじがたくさんあり、じっくり見るものもあれば、自分で動か

して体験できるものもあります。ジュニア科学クラブのみなさんは、１年

間のうちに何度もてんじ場を見学する機会がありますので、ぜひ、たくさ

んのてんじを見て、さわって、なぜそうなるのか考えて…科学の楽しさ

を体験してくださいね。まず最初のクラブでは、館内をたんけんしましょう！

●てんじ場のまわり方

てんじ場の入口は地下１階です。入

口からエレベーターで４階まであがりま

しょう！エレベーターのとびらが開くと、

目の前に大きな太陽が出むかえてくれ

ます。エレベーターをおりたら、左へ進ん

で、展示場をぐるっとまわりましょう！

４階をぐるっと一周すると、エスカレー

ターがあります。てんじ場は、４階→３階

→２階→１階まで続くので、下の階へは

エスカレーターを使ってください。１階ま

でおりると、最後は大きな信号のところが

出口です。もう一度てんじ場に入りたい

場合は、地下１階の入口から４階へ上

がりましょう。今回は１回目なので、トイレ

や階段の場所、時計がどこにあるかもか

くにんしながら、てんじ場を歩きまわりましょう！

うえば たかひろ（科学館学芸員）

てんじ場を歩きまわろう！

後半のプログラム
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少女が名づけた天体の名前に由来する
元素はどれでしょう？

―天体と元素の物語（８）－

図１．グレン・セオドア・シーボーグ

ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／
Ｇｌｅｎｎ_Ｔ．_Ｓｅａｂｏｒｇ

京都薬科大学 名誉教授 桜井 弘

長い間、原子番号９２の元素ウランは周期表の最後の元素だと考えられてきまし

た。しかし、１９４０年代に入ると、ウランよりも大きな元素は人間の手で作られること

がわかり、人々驚かせました。なぜ、このようなことが起きたのでしょうか？

１．“ウランのかなたの元素”とは？

前回紹介しました９３番元素ネプツニ

ウムはβ線を出して崩壊するため、原

子番号が１大きい９４番元素をつくると

考えられます。ネプツニウムの発見者の

マクミランとアベルソンはそれを期待し

て実験しましたが、９４番元素を取り出

すことができませんでした。

１９４１年、アメリカの化学者・物理学

者グレン・セオドア・シーボーグ（１９１２

－１９９９）（図１）のグループは、ウラン

２３８にサイクロトロンで加速した重陽子

（重水素の原子核）を照射してできるネ

プツニウム２３８がβ壊変して半減期

８７.７日の９４番元素を得ることに成功

しました。化学的分離を巧みにおこなっ

たのでした。元素名は“ウランのかなたの元素”としてとらえて、海王星（ネプチューン）

のさらに外側を回る冥王星（プルート）にちなんでプルトニウム（Ｐｕ）とされました。翌

年には、秤量ができるほどの量も得られました。さらに、１９５２年には、最長半減期８.

１１ｘ１０７年をもつプルトニウム２４４も合成しました。

莫大なエネルギーを費やして人工的に作られたプルトニウムとネプツニウムです

が、１９５１～５２年に、ウラン鉱石に微量に含まれていることが発見され、分離されま

した。理由は、天然ウラン中のウラン２３８が宇宙線によって生成される中性子と反応

して作られたと考えられています。

天体と元素の物語
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図２．クライド・ウィリアム・トンボー

ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／
Ｃｌｙｄｅ_Ｔｏｍｂａｕｇｈ

２．１１歳の少女が名づけた天体の名前は？

人類が望遠鏡で見つけた最初の惑

星は天王星でした。１７８１年のことでし

た。望遠鏡が改良され、６５年後の

１８４６年に海王星が発見されました。

そして、海王星よりさらに遠くに惑星型

の天体が発見されたのは、それから８４

年後の１９３０年のことでした。この天体

は地球の惑星の月よりも小さいため発

見は困難でした。

１９３０年、アメリカの天文学者クライ

ド・ウィリアム・トンボー（１９０６－１９９７）

（図２）は、パーシヴァル・ローウェルによ

って１８９４年に設立されたアリゾナ州に

あるローウェル天文台で第９惑星を探

すプロジェクトに取り組んでいました。当

時の最新の技術であった天体写真を用いて、空の同じ領域の写真を数週間の間隔

で２枚撮影し、その画像の間で動いている天体を探すという方法で捜索したそうで

す。１９３０年２月１８日に、前の月の１月２３日と１月２９日に撮影された写真乾板の

間で動いていると思われる天体を見つけました。この発見を１９３０年３月１３日に

ハーバード大学天文台へ電報で知らせ

たところ、新しい惑星として認定されまし

た。登録された惑星の発見日は同年１

月２３日とされています。

新惑星の名前の付け方もなかなか

興味深い物語があります。発見された

新天体を命名する権利は、ローウェル

天文台と所長のヴェスト・スライファーに

ありました。トンボーは早く新天体の名

前を提案するようにスライファーに要望

したところ、ローウェルの妻コンスタンス

は、「ゼウス（Ｚｅｕｓ）」、次いで「パーシヴ

ァル（Ｐｅｒｃｉｖａｌ）」、さらに「コンスタンス

（Ｃｏｎｓｔａｎｃｅ）」を提案したそうです

が、どれも支持されませんでした。

イギリスのオックスフォード生れの当

図３．ヴァニーシア・キャサリン・
ダグラス・バーニー

ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／
Ｖｅｎｅｔｉａ_Ｂｕｒｎｅｙ

ＨＩＲＯＭＵ ＳＡＫＵＲＡＩ
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図４．ニュー・ホライズンズが撮影した冥王星

Ｃｒｅｄｉｔｓ：ＮＡＳＡ／ＪＨＵＡＰＬ／ＳｗＲＩ

時１１歳の少女ヴァニーシア・キャサリン・ダグラス・バーニー（１９１８－２００９）（図３）

は、ローマ神話とギリシャ神話に興味を持っていました。オックスフォード大学のボドレ

アン図書館で司書をしていた祖父ファルコナー・マダンは、１９３０年３月１４日にタイ

ムズ紙で新たな惑星が発見されたというニュースを読み、そのことを孫娘ヴァニーシ

アに教えました。彼女は祖父との会話の中で、ギリシャ神話のハデスに対応する名前

「プルート（Ｐｌｕｔｏ）」を選び、それを提案しました。プルートはローマ神話中の冥府の王

で、死者と冥界、暗黒の領域の神です。ヴァニーシアにとって、太陽から平均で約５０

億Ｋｍも離れた場所は暗闇の世界であると思えたのではないでしょうか。祖父は、こ

の提案を天文学者のハーバート・ターナーに送り、ターナーはローウェル天文台にい

た彼のアメリカ人の友人に電報でこの提案を知らせました。

１９３０年３月２４日、ローウェル天文

台のメンバーにより、ミネルヴァ（Ｍｉｎｅｒ

ｖａ）、クロノス（Ｃｒｏｎｕｓ）、プルート（Ｐｌｕｔ

ｏ）の３つの候補が挙げられ、最終的に

プルートが満場一致で選ばれ、正式に

「Ｐｌｕｔｏ」と命名されました。「Ｐｌｕｔｏ」の

最初の２文字がパーシヴァル・ローウェ

ル（Ｐｅｒｃｉｖａｌ Ｌｏｗｅｌｌ）のイニシャルで

あることもプルートに有利に働いたとい

われています。冥王星の名前は１９３０

年５月１日にローウェル天文台から公表

されました（図４）。冥王星は長い間太

陽系の第９惑星とされていましたが、

２００６年国際天文学連合（ＩＡＵ）により

準惑星に分類されたことは、読者の皆

さんはご承知のことと思います。

冥王星という日本語の名前は、随筆家・民族天文学者の野尻抱影（１８８５－

１９７７）が名づけました。彼は「Ｐｌｕｔｏ」の日本語訳として「冥王星」と「幽王星」を提案

しましたが、そのうちの「冥王星」がしだいに日本や中国で定着したと言われています。

３．まとめ

この連載の最後にあたり、天体と元素の物語をまとめておきましょう。表１に示した

ように、天体名に由来して名づけられた元素名は８種類あります。ご覧のように、太陽

とその惑星および衛星、小惑星と準惑星に限られています。図中の天体の大きさは

正確ではなく、わかりやすいように書いたものとご理解下さい。不思議なことに、星座

とそこに属する天体などの名前は、元素名には使われておりません。

天体と元素の物語
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表１．天体名から名前が付けられた元素

水銀は、英語名がマーキュリー（Ｍｅｒｃｕｒｙ）であり、地球に一番近くを回る惑星の

水星の英語名もマーキュリーですから、水星の名前に由来するのではと思われるか

もしれません。しかし、人類は古代から水銀を知り利用し、マーキュリーはローマ神話

に登場する商売の神メリクリウス（Ｍｅｒｃｕｒｉｕｓ）に由来しているとされていますので、天

体名に由来するとは考えられていないようです。元素記号Ｈｇはラテン語ｈｙｄｒａｒｇｙｒ

ｕｍのｈｙｄｒｏ（水）とａｒｇｙｒｕｍ（銀）の合成語で、水のような銀が元素名の起原と言わ

れています。日本名は中国から伝えられたもので、由来は元素記号と同じです。ドイ

ツ語ではＱｕｉｃｋｓｉｌｂｅｒ（素早い銀）とよばれています。

一方、今から約３０００年以前の古代ギリシャでは、宵と明け方に見える明るい天

体を区別して、宵の天体をヘルメース、明けの天体をアポローンとよんでいました。し

かし、古代ギリシャの人々は後になってこれらは同じ星であるということに気が付きま

した。この天体は最も太陽に近く、運行が速いため、ヘルメースと同じ俊足の神として

も知られるローマ神話の神メルクリウスの名前が与えられ、これがのちに、英語で水

星を意味する「マーキュリー」の語源となったと考えられています。
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光のふしぎサークル

図１．企画展用のパネル製作図１．企画展用のパネル製作

大阪市立科学館友の会の光のふしぎサークルは２０１０年６月にスタートしました

が、その前にしばらく宇宙のおはなしサークルの第３部として活動していましたので、そ

れも合わせると１５年くらいの活動になります。ですので、これまでに１５０回以上も光

に関するいろいろな話題を取り上げてきていることになります（時には光とはほとんど

関係のない話に脱線することもありますが…）。

ざっと振り返ってみると、幾何光学や光の波動性、光速や回折・干渉など光（電磁

波）の物理的な性質はもちろんのこと、光の三原色や虹は７色かといった人間の目に

関わること、さらに錯視やトリックアートといった認識に関わることまで、幅広いテーマ

でやってきました（表１）。

これだけやっていると、これはどん

な話やったかな…とか、この話はもっ

と深掘りしたいと思っていたのにその

ままにしていた…というものもありま

す。相対性理論は、過去に数式を使

わずに紙に書いた図でやりましたが、

最近再び取り上げた時には、その図

にパソコンで動きを付けることでわかり

やすくなりました（納得は難しいけど）。

プリズム、レンズ 虹はどうして見える？ 国際宇宙ステーション

スペクトル 気象光学現象 イリジウムフレア

光の波動性と粒子性 「そらみたことか」 お札のマイクロ文字

回折と干渉 空はなぜ青い？ ピンホールカメラ

波の重ね合わせとモワレ 海はなぜ青い？ 分光器

構造色 蜃気楼 街中でスペクトル観察

マイケルソン干渉計 オーロラ テクネ作品応募

フェルマーの原理 光と色のアナロジー クロマトグラフィー

偏光、円偏光 ３Ｄ映画とメガネ 玉虫厨子

ブリュスター角 比較明合成 曜変天目茶碗

黒体放射 高速度撮影 月食

相対性理論 錯視、トリックアート 地球照、地球影

表１．光のふしぎサークルで取り上げた話題の一部表１．光のふしぎサークルで取り上げた話題の一部

友の会サークル「光のふしぎサークル」
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図２．数式を使わない相対性理論の動く図図２．数式を使わない相対性理論の動く図

また、企画展で展示する展示パネル

の製作や分光器やプリズムのクリーニン

グをしたり、光のふしぎサークルでやって

きたことがサイエンスショーや展示に活

かされたこともありました。数式を使わな

い相対性理論は、光のふしぎサークル

で数回にわたって話題にしましたが、さ

らに友の会の例会でもお話をするなど、

いろいろな広がりをみせています。

そんな光のふしぎサークルもコロナ禍

でしばらくお休みしていましたが、オンラ

インで活動を再開し、現在は科学館とオンラインを併用して活動しています。実験や

工作はオンライン併用では難しいですが、引っ越しで大阪から離れてしまったメン

バーがオンラインで再び参加できるようになるなど、悪いことばかりではないようです。

最初は「光」だけでこんなに長く続くとは思っていなかったのですが、ひとくちに光と

いってもこんなにいろいろな話があったんですね。これからも、新しい話題はもちろん、

こうして一覧表を作ると過去に取り上げたけれどもっと深掘りしていきたい話題もいろ

いろ。興味のある方は、サークルの日（毎月原則第２日曜日）に科学館に来られる

か、Ｚｏｏｍで参加希望の場合は事前に友の会事務局までご連絡ください。

長谷川 能三

図３．オンラインを併用したサークルの様子図３．オンラインを併用したサークルの様子

Ｙ．ＨＡＳＥＧＡＷＡ
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科学館行事予定５月末までの

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、開館状況、プラネタリウムの定員、サイエンスシ
ョーや行事開催などに変更がある場合がございます。
最新の情報は、科学館公式ホームページ（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ/）をご覧ください。

開館・行事開催などについて

青少年のための科学の祭典２０２３ 大阪大会プレイベント日２８

天体観望会「月を見よう」（５／１６必着）土２７

楽しいお天気講座「天気予報にチャレンジしよう」（５／２必着）土１３
５

中之島科学研究所コロキウム木１１

４

プラネタリウム「星空ぐるり百光年」 （～５／２８）
プラネタリウム「ブラックホールを見た日」（～５／２８）
プラネタリウム「ファミリータイム」
プラネタリウム「学芸員スペシャル」（土日祝休日）
サイエンスショー「空気パワー」（～５／２８）
蔵出しコレクション展２０２３（～５／２８）
カールツアイスⅡ型プラネタリウム 日本天文遺産認定記念展（～５／２８）

行 事曜日月

開催中

※スケジュールは変更する場合があります。最新の情報は科学館公式ホームページをご覧ください。
所要時間：各約４５分間、途中入退場不可

星空ぐるりブラックホール星空ぐるりブラックホール学習投影ファミリー学習投影
平 日

１６：００１５：００１４：００１３：００１１：５５１１：００９：５０

学芸員ＳＰ星空ぐるりブラックホール星空ぐるりファミリーブラックホール星空ぐるりファミリー
土日祝休日

１７：００１６：００１５：００１４：００１３：００１２：００１１：００１０：１０

プラネタリウム 開演時刻

２２
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● 星空ぐるり：星空ぐるり百光年 ● ブラックホール：ブラックホールを見た日～人類１００年の挑戦～

● 学芸員ＳＰ：学芸員スペシャル

● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその保護者を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）

● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）

☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムから退出していただきます。

観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

※新型コロナウイルス感染症の防止対策のため、サイエンスショーの観覧人数を制限しております。
先着順のため、満席の場合にはご覧いただけませんので、予めご了承ください。

所要時間：各約３０分間、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー

○○○○土・日・祝休日
－○－－平 日

１５：００１４：００１３：００１１：００

サイエンスショー 開演時刻

カールツアイスⅡ型プラネタリウム 日本天文遺産認定記念展

２０２３年３月１２日に日本天文学会は、大阪市立科学館所

蔵のカールツアイスⅡ型プラネタリウムを、「大阪市立電気

科学館プラネタリウム」として日本天文遺産に認定すること

を発表しました。これを記念し、電気科学館プラネタリウムの

パンフレットや、投影機で使われていた１キロワット電球など、

関連資料を展示します。

■日時：開催中～５月２８日（日） ９：３０～１７：００

■場所：地下１階アトリウム ■観覧料：無料 ■申込：不要（当日会場へお越しください）

大阪市立科学館で収集した資料や、未公開の資料を展示します。各学芸員のこだわりの解説

とともにご覧ください。あわせて、科学館の学芸員が携わっている仕事をパネルで紹介します。

■日時：開催中～５月２８日（日） ９：３０～１７：００

■場所：地下１階アトリウム ■観覧料：無料 ■申込：不要（当日会場へお越しください）

蔵出しコレクション展２０２３

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。

■日時：５月１１日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：多目的室 ■申込：不要

■参加費：無料

■テーマ：日本天文遺産認定！大阪市立電気科学館プラネタリウム

■講演者：嘉数次人（研究員）

■概要：今年３月、大阪市立電気科学館で活躍した日本初のプラネタリウム・カールツアイ

スⅡ型が、日本天文遺産に認定されました。それにちなみ、プラネタリウム導入前後の様

子や、その活動を中心にご紹介します。

中之島科学研究所 第１３９回コロキウム

２３

インフォメーション



楽しいお天気講座「天気予報にチャレンジしよう」

テレビなどで放映される天気予報は、どのようにして作

られているのでしょうか。気象観測の方法、天気変化の

しくみを学び、明日の天気を予想してみましょう。最後に

天気予報を発表します。気象予報士がお話しします。

■日時：５月１３日（土） １３：３０～１５：３０

■場所：工作室 ■参加費：５００円（１組につき）

■対象：小学３年生～中学３年生と保護者の２名ペア

（３年生以上の小学生と中学生のペアでも可）

※ペアの２人１組で作業していただきます。

■申込締切：５月２日（火）必着

■定員：９組（※会場にお入りいただけるのは、参加される２名のみ）（応募多数の場合は抽選）

■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の

氏名と年齢（学年）を記入して、大阪市立科学館「天気予報にチャレンジしよう」係へ

■主催：一般社団法人 日本気象予報士会関西支部、大阪市立科学館

青少年のための科学の祭典２０２３ 大阪大会プレイベント

８月１９日（土）と２０日（日）に大谷中学校・高等学校で開催する予定の「青少年のための科

学の祭典２０２３大阪大会」のプレイベント。科学館正面玄関前広場で、野外ならではのダイ

ナミックな実験を通じて自然の不思議さ、科学の楽しさ、おもしろさを体験してください。

■日時：５月２８日（日） １１：００～１１：４０、１３：００～１５：４０（予定）

■場所：正面玄関前広場

■対象：どなたでも（小学２年生以下のお子様は保護者同伴でご参加ください）

■定員：なし ■参加費：無料 ■参加方法：当日、直接会場へお越しください。

※天候不良の場合は中止、もしくは一部内容を変更することがあります。

プログラムは科学館公式ホームページをご覧ください。

２４
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日々のできごとはホームページから。いつでもどこでも科学館とつながれます。

広報

Twitter

科学館

YouTube

学芸

Twitter

広報

instagram

■編集後記■

「うちゅう」は今年、４０年目を迎えます。私が中学生ぐらいの時に創刊したことに驚きます。

今までの歴史に敬意を払うとともに、さらに長く続けていけるよう、微力ながら頑張っていきた

いと思います。（江越）

大阪市立科学館 ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：毎週月曜日（５／１は開館）、５／２９～５／３１

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

天体観望会「月を見よう」

月を望遠鏡で観察すると、「クレーター」と呼ばれる丸い穴のような地形を観察することができ

ます。その他にも、月には山も平地もあり、変化にとんだ月の表面の様子を知ることができま

す。科学館の望遠鏡を使って、月を観察してみましょう。

※天候不良時は、科学館の望遠鏡の設備見学のみになります。

■日時：５月２７日（土） １９：３０～２１：００

■場所：屋上他 ■対象：小学１年生以上★ ■定員：２４名（応募多数の場合は抽選）

■参加費：無料 ■申込締切：５月１６日（火）必着

■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の

氏名と年齢（学年）を記入して、大阪市立科学館「天体観望会５月２７日」係へ

または、専用ｗｅｂフォームより申し込み。詳しくは科学館公式ホームページをご覧ください。

★小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては定員を縮小したり、中止する場合があります。

※友の会の会員は、友の会事務局への電話で応募できます（抽選は行います）。

昨今、主要原材料の価格高騰が続いており、従来のページ数を維持することが困難な状

況となっております。そのため２０２３年５月号より、「うちゅう」のページ数を４ページ減らして

発行いたします。何卒、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

月刊「うちゅう」ページ数減のお知らせ
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 工作室＋Ｚｏｏｍ

１５ 土 １４：００～１６：００ 友の会例会 多目的室＋Ｚｏｏｍ

１９：００集合 星楽（せいら） ３月号参照

４ １６ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２２ 土 １４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室＋Ｚｏｏｍ

２３ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

１３ 土 １１：００～１６：３０ りろん物理 多目的室

１４ 日
１４：００～１５：３０ 化学 多目的室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ 多目的室＋Ｚｏｏｍ

５
２０ 土 １３：００～１７：００ 友の会総会 多目的室＋Ｚｏｏｍ

２１ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２７ 土 １４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室＋Ｚｏｏｍ

２８ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

新型コロナウイルス感染症の状況により、急な予定変更の可能性があります。
最新情報は、科学館ホームページ・友の会会員専用ページでご確認ください。

５月の英語の本の読書会は、総会開催のためお休みです。

４月の友の会例会（要事前申込）

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題

の発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。Ｚｏｏｍを利用し

たオンライン参加のほか、科学館多目的室での参加も可能です。

１９：００からはＺｏｏｍを利用した、交流会（おしゃべり会）も開催いたします

■日時：４月１５日（土）１４：００～１６：００ ■会場：Ｚｏｏｍ、科学館多目的室

■今月のお話：「期待の新彗星発見」飯山学芸員

明るくなる可能性のある新彗星が発見されました。名前はツチンシャン‐アトラス彗星と命

名されました。今はまだ暗くて観測は難しいですが、来年２０２４年の１０月には肉眼で見える

ほどのあかるい彗星になる可能性が指摘されています。この新彗星の情報を解説します。

友の会
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大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

■友の会優秀会員の募集について

２０２２年４月から２０２３年３月までの間に、友の会の行事への参

加回数（例会やサークルへのＺｏｏｍでの参加も含む）が１５回以

上の方は、友の会の総会にて優秀会員として表彰いたします。

ｈｔｔｐｓ：／／ｆｏｒｍｓ.ｇｌｅ／ｕ９ｐＸｉＴｊａＶＴｕｑｊｅｋｈ８ からお申し込みくだ

さい。右の２次元コードからもアクセスできます。

■友の会行事の参加申し込みについて

友の会の例会等、申し込みの必要な行事への参加は、ｇｏｏｇｌｅフォームから申し込みをお

願いしています。友の会会員専用ページで申込先をご確認ください。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

友の会例会報告

３月の友の会の例会は１８日に開催しました。メインの

お話は、渡部学芸員の「活字中毒渡部が魅力を紹介。

科学館図書コーナー」というお話でした。休憩を挟んだ後、

山田さん（Ｎｏ.２７６０）からＨ３ロケットの打ち上げ失敗につ

いてのお話、飯山学芸員から電気科学館プラネタリウムの

日本天文遺産指定のお話がありました。その後会務報告

と、長谷川学芸員の挨拶がありました。参加者は科学館

会場で２１名、Ｚｏｏｍで２８名で合計４９名でした。夜の友

の会観望会は晴天に恵まれ４０名の参加がありました。

ハイキングサークル

びわ湖で蜃気楼をみよう！

■日時：５月６日（土） ■申込：不要。当日集合場所にお集まりください。

■集合：①ＪＲ大阪駅 大阪ステーションシティ２Ｆ カリヨン広場 ９：２０

②ＪＲ琵琶湖線 膳所駅改札口 １０：４０

■持ち物：昼食・敷物・日除け（帽子、長袖、日傘等）・防寒着

※蜃気楼観察にあったら便利なもの：双眼鏡・三脚

■備考：雨天時は中止し、ツイッターに中止の旨掲載します。

ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ.ｃｏｍ／ｏｓａｋａ_ｈａｉｋｉｎｇ

友の会
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明治初期の理科の教科書

せい み きょく

展示場４階の大阪の科学史コーナーに、「大阪舎密局」の展示があります。舎密

局は、１８６８（明治２）年に大阪に作られた、日本で最初の近代的な化学の学校で

す。「舎密」はセイミと読み、オランダ語で化学を意味するｃｈｅｍｉｅの音を漢字にあて

ています。

明治維新直後は、学校に関す

る制度の変更が続いたことから、

舎密局も翌年には「理学校」さらに

は「大阪開成所」に改正され、残

念ながら１８７２（明治５）年に理化

学教育は廃止されました。

舎密局や理学校では、ヨーロッ

パの科学者が教授として招かれ、

授業を行っていました。その時の講義録を日本語にして編集したものが、展示中の

『理科新編』、『物理日記』（写真１）、『化学日記』（写真２）です。西洋の科学が体系

的に導入され始めて間もない時代の先駆的な書物でしたから、教科書としてよく読ま

れたそうです。

一見すると、文語体、しかも縦書きの文

章に驚きますが、じっくり読むと、現代の中

学校や高校で学ぶ事柄も多く、基礎的な

事項が紹介されていることがわかります。

展示では、『化学日記』は、気体を集め

る方法である水上置換法を説明したペー

ジを開けています。また『物理日記』では、

滑車を説明したページを読めるようにして

いますので、縦書きの文章を読んでみてく

ださい。それぞれの事柄をご存じの方に

は、親しみのある内容かと思います。

今から１５０年ほど前、西洋から入ってきた新しい科学を学んでいた人々を想像し

ながら、昔の教科書をご覧になってみてはいかがでしょうか。

嘉数 次人（科学館学芸員）

展示場へ行こう
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

写真１：『物理日記』

写真２：『化学日記』


